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抄録：道路事業においても 3 次元 CAD を用いた設計が活用され始めている．しかしながら，設計段階での利用に

即した 3 次元地形データが作成されていないことや測量段階から設計段階に 3 次元地形データが流通していない

ことが多い．このため，設計段階で，新たに 3 次元地形データを作成しており，必ずしも業務の効率化に繋がっ

ていないことが課題となっている． 
本研究では，これまで利用環境などの制約から利用されていなかった拡張 DM に着眼し，3 次元地形データの流

通について検討した．まず，現状の拡張 DM の 3 次元 CAD 利用環境，利用ニーズおよび利用実態を調査して妥当

性を評価した．その結果を踏まえ，3 次元地形データの流通に関する課題を抽出し，改善策として利用場面に応じ

た道路設計用 DM データ作成仕様を作成した． 
Abstract: The design by three-dimensional CAD begins to be used in the road business. However, three 
dimensional terrain data doesn't circulate from the measurement phase to the design phase, and also those data 
that wants to be used by the design phase might not be made.   Therefore, three dimensional terrain data is 
made by the hand input in the design phase, and that not leading necessarily to the efficiency improvement of the 
business becomes a problem. 
     In this study, we focused on the enhancement DM that not used from the restriction such as the use 
environment until now, and examined the circulation of three dimensional terrain data. First of all, we confirmed 
the adequacy of the enhancement DM by investigating the use environment, the use needs, and the use actual 
condition of current state.   Next, we extracted the problems concerning the circulation of three dimensional 
terrain data based on the result, and made the DM data creation specification for the road design according to the 
use scene as an improvement plan of the problem. 
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１．まえがき 

 
（１）研究の背景 

 道路事業において3次元設計を導入することにより，

作業の省力化効果を享受できることが，これまでの報

告の中で，明らかになっている 1)-4)．また，設計段階の

業務のうち，概略設計などでは，3 次元 CAD による 3
次元設計事例も報告されている 5)． 
 しかしながら，現状は，設計段階で利用したい 3 次

元地形データが作成されていないことや測量段階で作

成可能である 3 次元地形データが設計段階に流通して

いないことが多い 1),2)．このため，設計段階では，新た

に 3 次元地形データを作成していることがあり，必ず

しも業務の効率化に繋がっていないことが課題となっ

ている 5)．3 次元地形データを測量段階から設計段階へ

流通させることで，設計段階における 3 次元地形デー

タ作成作業の省力化に寄与するとともに，転記ミスの

回避や地形データの精度維持，2 次元では表現しにくい

地形が表現できるなど，品質向上の面でも効果が期待

できる． 

 既往の研究では，3 次元地形データの作成方法 2)や作

成仕様 3)-5)を検討しており，地形測量成果であるディジ

タルマッピングデータファイル（以下 DM データファ

イルと記載）を設計段階へ流通させることが最終的に

は望ましいと報告している 2-4)．しかし，DM データフ

ァイルを取り込むことができないなどの 3次元CADの

利用環境上の制約により，中間フォーマットとして

DXF（Data eXchange Format）などの CAD データファ

イルによる流通が提案されている 2)-5)．ここで DM とは

地形測量の結果を用いて，地形図をデジタル形式で作

成する作業であり，作成されたデータを DM データフ

ァイルと呼ぶ．  
 一方，国土交通省においては，測量成果の電子納品

として，「測量成果電子納品要領（案）6)」を策定し，

測量成果の事業フェーズ間の流通の促進を図っている．

「測量成果電子納品要領（案）」の中で，地形測量結

果は，コンピュータが再利用可能な拡張 DM で納品す

ることが定められている．さらに，（財）日本建設情

報総合センター建設情報標準化委員会では，測量成果

のデータ流通促進の検討を積極的に進めており，その
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成果として，「拡張 DM-SXF 変換仕様（案）7)」を作

成している．これにより，拡張 DM ファイルを CAD フ

ォーマットに変換するソフトウエアの開発を支援して

いる．ここで拡張 DM とは，応用測量などのデータフ

ァイル仕様を DM データファイル仕様に追加した地形

測量成果のデータフォーマットである．したがって，

拡張DMは，DMデータファイル仕様を踏襲しており，

応用測量などを追加した仕様部分を除けば，互換性が

確保されている．拡張 DM の仕様は，「拡張ディジタ

ルマッピング実装規約（案）8)」として公開されている． 
昨今の「測量成果電子納品要領（案）」における地

形測量成果の流通を踏まえると，測量段階から設計段

階へ拡張 DM による 3 次元地形データを流通させるこ

とで，3 次元 CAD による道路設計の効率化が期待でき

る．しかしながら，これまでの研究では，拡張 DM フ

ァイルの流通や利用を検討している事例は見受けられ

ない．このため，CAD フォーマットを介さずに拡張

DM ファイルを測量段階から設計段階へ直接流通させ

ることの妥当性を評価する必要がある． 

（２）研究の目的 

 本研究では，3 次元地形データを測量段階から設計段

階に流通させることを目的に，3 次元地形データの流通

および利用の実態を調査し，流通フォーマットを「測

量成果電子納品要領（案）」に定められた拡張 DM と

することの妥当性を評価する．また，調査結果を踏ま

え，現状の 3 次元地形データの流通に関する課題を抽

出し，解決策を検討する．さらに，解決の一方策とし

て，設計段階のデータの用途に着眼し，測量段階で効

率よく 3 次元地形データを作成する基準となる「道路

設計用 DM データ作成仕様」を取りまとめる． 
 
２．3 次元地形データの流通および利用の実態調査 
 

（１）調査目的 

道路事業における 3 次元地形データを中心としたデ

ータの流れを図－１に示す．図に示すとおり，測量段

階で作成された 2 次元もしくは一部 3 次元の地形測量

成果品（拡張 DM）は，設計段階に流通する．設計段 
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図－１ 現状の道路事業における 3次元地形データを中心としたデータの流れ 
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階では，3 次元設計を実施する際，貸与された 2 次元も

しくは一部 3 次元の地形データを用いて編集する．ま

た，3 次元設計により作成した 3 次元 CAD データを 2
次元化（SXF）して電子納品している．その後，工事施

工および維持管理段階に引き継がれている． 
しかしながら，現状では，測量段階から設計段階へ 3

次元地形データが流通していない状況である．この状

況を解決するには，実態を十分把握した上で，原因を

究明し，適切な措置を講ずる必要がある． 
 そこで，拡張 DM による 3 次元地形データの流通の

妥当性を評価するため，上述のデータの流通の実態を

調査した．具体的には，測量段階から設計段階への地

形データ流通に着眼し，次の 3 つの切り口から実態を

調査・分析した． 
・3 次元 CAD の利用環境 
・設計者の利用ニーズ 
・実際に流通している地形データの内容（品質） 
また，3 次元設計の利用範囲が予備設計 B や詳細設計

に拡大することも視野に入れて，路線測量（縦横断面）

データの利用実態も調査した． 
（２）調査内容 

本研究では，測量段階から設計段階の地形データの

流通や利用の実態および路線測量データの利用の実態

を明らかにするため，表－１に示す調査を実施した．

表に示すとおり，調査目的を達成するために，“3 次元

CAD の利用環境調査”，“設計者のニーズ調査”，“流

通している地形データの内容（品質）調査”，“路線

測量（縦横断面）データの利用実態調査”の 4 つの調

査を実施した．以下に調査内容を示す． 
表－１ 調査内容と調査方法 

調査方法 
 

調査内容 

設計者へ

のアンケ

ート調査 

道路設計用 
3 次元 CAD の

対応フォーマ

ット調査 

電子納品さ

れた地形デ

ータの分析

3 次元 CAD の利用 
環境調査 ○ ○  

設計者のニーズ調査 ○   

流通している地形 
データの内容（品質）調査 ○  ○ 

路線測量（縦横断面）デー

タの利用実態調査 ○   

a）3 次元 CAD の利用環境の調査 

拡張 DM ファイルの流通による 3 次元 CAD を用いた

道路設計の効率化を図るには，拡張 DM に対応したソ

フトウエア（道路設計用 3 次元 CAD）の普及状況を把

握する必要がある． 
本研究では，3 次元 CAD の利用環境として，道路設

計用 3 次元 CAD の対応フォーマットおよび道路設計に

おける 3 次元 CAD の導入普及状況を調査した． 
b）設計者の利用ニーズの調査 

3 次元地形データが流通するには，設計者側が 3 次元

地形データの流通を要望している必要がある． 
本研究では，設計者における 3 次元地形データの利

用ニーズを調査した． 
c）流通している地形データの内容(品質)調査 

3 次元地形データが設計段階で流通していない原因

を究明し，課題を抽出するには，実際に流通している

地形データの内容（品質）や設計に即した 3 次元地形

データを明らかにする必要がある． 
本研究では，実際に電子納品された地形データを分

析して課題を抽出した．また，設計者から流通してい

る地形データの課題を収集した． 
d）路線測量（縦横断面）データの利用実態調査 

 3 次元設計の利用範囲が予備設計 B や詳細設計へ拡

大することを考慮すると，予備設計 B や詳細設計にて

必要となる路線測量データの流通が望まれているか調

査する必要がある． 
 本研究では，路線測量データの利用状況や利用場面，

道路線形と関連付けた縦横断データ提供のニーズにつ

いて調査した． 
（３）調査方法 

 各調査の調査方法については，表－１に示すとおり，

“設計者へのアンケート調査”，“道路設計用 3 次元

CAD の対応フォーマット調査”，“電子納品された地

形データの分析”の 3 つの方法を組み合わせ実施した．

以下に調査方法を示す． 
a）設計者へのアンケート調査 

本アンケート調査は，道路設計およびデータ流通の

両方の特性を理解している（社）建設コンサルタンツ

協会の CALS/EC 委員会（15 社）を対象とした．（社）

建設コンサルタンツ協会 CALS/EC 委員会に対して，保

有するソフトウエア，3 次元地形データへのニーズおよ

び利用実態に関するアンケート調査を実施し，11 社（12
回答）からの回答を得た． 
b）道路設計用 3 次元 CAD の対応フォーマット調査 

市場に流通している道路設計用 3 次元 CAD の仕様を

収集し，対応フォーマットなどを整理した．また，不

明点については，適宜ベンダに問い合わせを行った． 

c）電子納品された地形データの分析 

地方整備局における電子納品・保管管理システムか

ら，本研究に関係する業務成果として抽出した 16 業務

の地形測量成果を用いて，流通している拡張 DM ファ

イルの内容（品質）を分析した． 
 
３．調査結果 

 
（１）3 次元 CAD の利用環境調査 

a）調査結果 

3 次元 CAD の利用環境調査では，道路設計用 3 次元

CAD の機能要件を次のように定義して調査した． 
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・線形計画図，平面図および縦横断面図が作成可能 
・TIN データが作成可能 
・3 次元地形データを利用した何らかの計算・解析が

可能 
機能要件を満足する道路設計用 3次元CADとして 12

種が該当した．その道路設計用 3 次元 CAD に対し，そ

れぞれ入出力が可能であるフォーマットを調査した結

果を表－２に示す．表に示すとおり，12 種のうち，オ

プション追加による対応を含めると8種の道路設計用3
次元 CAD で拡張 DM に対応していることが分かった． 

 
表－２ 道路設計用 3 次元 CAD の対応フォーマット 

 DM/ 
拡張DM 

 
DXF 

 
SXF 

A ○ ● ● 

B ● ●  

C ● ●  

D ○ ● ● 

E ○ ●  

F ○  ● 

G   ● 

H ● ●  

I ○ ● ● 

J  ● ● 

K  ● ● 

L  ●  

凡例：●取り込み可能 ○オプションによる対応 
※各社より 1 製品を選定 

 
3 次元 CAD の導入普及状況調査結果を図－２に示す． 

図に示すとおり，回答者の 90%以上が 3 次元 CAD を保

有していることが分かった． 
 

Q:道路設計用 3 次元 CAD を保有しているか？ 

 

保有している
91%

保有していない
9%

 
図－２ 道路設計用 3 次元 CAD の保有状況 

 

b）考察 

3 次元 CAD の対応フォーマット調査結果と 3 次元

CAD の導入普及状況調査結果より，拡張 DM ファイル

に対応した 3 次元 CAD は多く存在し，普及している．

このことから，流通データのフォーマットとして拡張

DM を採用することは，利用環境上問題ないと言える． 
一方，表－２に示すとおり，3 次元 CAD は DXF や

SXF の CAD フォーマットにも対応しており，既往の研

究 2)-5)の提案のとおり，3 次元地形データを CAD フォー

マットで測量段階から設計段階にデータを流通させる

方法もある．しかし，DXF や SXF はどちらも文献 6)
で定められている地形測量成果の電子納品のフォーマ

ットではない．特に DXF は，固有の CAD のフォーマ

ットであり，公共事業で利用する標準にはなじまない．

SXFver.3.0 は，地図記号に十分対応できておらず，かつ

任意属性情報として地物に高さ情報を付加できるもの

の，任意属性情報を用いて作成された高さ情報に対応

した CAD が普及していないため，現時点では採用が難

しい． 
以上より，利用環境や地形測量成果の電子納品のフ

ォーマットを考慮すると，3 次元地形データのフォーマ

ットに CAD フォーマットではなく，拡張 DM を採用す

ることが，妥当であると言える． 
（２）設計者の利用ニーズ調査 

a）調査結果 

 図－３に“3 次元道路設計により，どのような作業が

効率化するか”のアンケート調査結果を示す．図に示

すとおり，3 次元道路設計を行うことにより，回答者の

全員が“路線選定等の線形検討”を効率化できると回

答しており，“設計図（平面図，縦断図，横断図）の

作成”についても回答者の 60％以上が効率化できると

回答している．図－４に“3 次元道路設計における作業

効率化以外のメリット”のアンケート調査結果を示す． 
3 次元設計における作業効率化以外のメリットとし

て回答者の 80%以上が“3 次元描画によるわかりやすい

説明資料の作成”に効果があると回答している． 
図－５に“3 次元道路設計の実施促進のための意見”

に関するアンケート調査結果を示す．図に示すとおり，

回答者の全員が 3 次元道路設計の実施促進には，“3 次

元地形データの流通”が必要であると回答しているこ

とが分かった． 
b）考察 

これらのことより，道路設計者は，3 次元道路設計を

導入することで効果があると感じており，3 次元道路設

計は，道路設計者にとって，利用ニーズがあると言え

る．また，道路設計者は，3 次元道路設計の実施促進の

ために，3 次元地形データの流通が必要であると考えお

り，3 次元地形データの利用ニーズも高いことが確認で

きた． 

製品名 

対応フォーマット 

回答数：11（全社） 
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Q:3 次元道路設計により,どのような作業が効率化するか？ 

11

7

7

7

6

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路線選定等の線形検討

設計図（平面図）の作成

設計図（縦断図）の作成

設計図（横断図）の作成

概算工事費の算出

擁壁・土工構造物等を含めた横断計画

 
図－３ 作業効率化の効果 

 

Q:3 次元設計における作業の効率化以外のメリットは？ 

9

4

3

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3次元描画によるわかりやすい説明資料の作成

業務の後工程における3次元データの利用

図面・数量のミス防止

3次元で評価することによる設計品質の向上

 
図－４ 作業の効率化以外の効果 

 

Q:3 次元道路設計促進のための意見 

12

6

6

6

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３次元地形データの流通（発注者からの貸与）

利用に即した３次元地形データの仕様策定

利用ツールの操作性改善

利用ツールの価格低減

利用ツールの機能向上

 
図－５ 3 次元道路設計促進のための意見 

 

（３）実際に流通している地形データの調査 

 本研究では，実際に流通している地形データの実態

を明らかにするため，データの流通実態，利用実態お 

よび 3 次元地形データへの要件を調査した．表－３に

電子納品された拡張 DM ファイルの分析結果を示す． 
本研究に関係する業務成果として，地方整備局の電

子納品・保管管理システムから抽出したところ地形測

量成果 16 業務が該当した．このうち本研究で検討して

いる拡張 DM ファイルが収録されていたのはそのうち

8 業務であった． 
表に示すとおり，測量成果の分類に関係なく，3 次元

化の実施レベルには，ばらつきがあることが明らかに

なった．また，データに欠落があり，不完全（エラー

あり）のまま納品されている地形データもあることが

分かった． 
a）3 次元地形データの流通実態調査 

図－６に“3 次元地形データ（すべてのフォーマット）

が貸与されることがあるか”のアンケート結果を示す．

図に示すとおり，現状でも 3 次元地形データが少ない

が貸与されている場合があることが明らかになった． 
 

Q:3 次元地形データが貸与されることがあるか？ 

 

一度も貸与され
たことはない

25%

３次元化が前
提の業務など、
特別な場合に

のみある
17%

少ないが、貸与
されることはあ

る
50%

貸与されること
が多い

8%

 

図－６ 3 次元地形データの貸与状況 

 
表－３ 電子納品された拡張 DM ファイルの分析結果 

3 次元化実施レベル 
No 

業務 
年度 

(平成) 
測量分類 

標高点 等高線 法面 境界杭等 
（点地物）

備考 

1 17 ディジタル 
マッピング 3 次元 3 次元 2 次元 2 次元  

2 17 TS 地形測量 3 次元 － 3 次元 3 次元 数値・記号以外，ほぼ全

て 3 次元 

3 17 TS 地形測量 3 次元 3 次元 2 次元 3 次元  

4 17 TS 地形測量 － － － － 不完全なデータ 

5 16 ディジタル 
マッピング 3 次元 3 次元 2 次元 3 次元  

6 16 TS 地形測量 2 次元 3 次元 2 次元 2 次元 取得分類コードが記入さ

れていない（全て“9999”）

7 16 TS 地形測量 － － － － 図面表題欄しか図形が無

いデータ 

8 15 ディジタル 
マッピング 3 次元 3 次元 2 次元 2 次元  

 

回答数： 11 （3 次元 CAD 保有者） 

回答数：11 （3 次元 CAD 保有者） 

回答数：12  
回答数：12 
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図－７に“拡張 DM ファイルが貸与されることがあ

るか？”のアンケート結果を示す．図に示すとおり，

現状でも少ないが地形データが拡張 DM で貸与されて

いることが明らかになった． 
 

Q:拡張 DM ファイルが貸与されることがあるか？ 

 

一度も貸与され
たことはない

25%

少ないが、貸与さ
れることはある

67%

貸与されることが
多い
8%

 

図－７ 拡張 DM での貸与状況 

 

これらの調査結果から考察すると，3 次元地形データ

は，少ないが流通しているものの，3 次元化の実施レベ

ルや品質が統一されていない状況であることが明らか

になった．3 次元地形データの流通のためには，3 次元

地形データ作成仕様の規定化，拡張 DM ファイルによ

る電子納品，そして設計段階における拡張 DM ファイ

ルの貸与などのルールの徹底が必要である． 
b）地形情報（地形データ，紙図面）の利用実態調査  

図－８に“3 次元設計実施における課題”のアンケー

ト調査結果を示す．図に示すとおり，現状の地形情報，

すなわち，地形図（紙図面）や地形データを用いた 3
次元設計の実施にあたり，回答者の 65%以上が「地形

データの作成・加工の手間」，回答者の 55%以上が「地

形情報不足」が課題と回答している． 
図－９に“各道路設計業務における 3 次元設計の実

施頻度（地形図が紙図面での入手の場合）”のアンケ

ート調査結果を示す．図に示すとおり，概略設計およ

び予備設計 A で 3 次元設計を実施する頻度が高いこと

明らかになった． 
図―１０に“利用に即した 3 次元地形データを入手

した場合の 3 次元設計利用拡大”のアンケート結果を

示す．図に示すとおり，利用に即した 3 次元地形デー

タを入手することで，3 次元設計利用の拡大に繋がると

回答者の 80%以上が考えていることが明らかになった． 
これらの調査結果から考察すると，紙，データのい

ずれも，3 次元設計を行うには，地形情報に不足が多く，

3 次元地形データの編集作業や新たな入力作業に労力

がかかっていると想定される．また，概略設計や予備

設計 A では，地形図（紙図面）での入手にもかかわら

ず，3 次元設計を実施頻度が高い理由として，3 次元地

形データの作成編集の手間よりも，3 次元設計の効率化

効果が大きく，また，概略設計や予備設計 A に対応し

た道路設計用 3 次元 CAD が多く普及しているためと考

えられる．さらに，3 次元設計の利用に即した拡張 DM
ファイルを測量段階で作成し，設計段階に流通させる

ことで，3 次元道路設計が促進されると考えられる． 
 

Q: 3 次元設計実施における課題 

 

8

8

7

5

4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地形データの作成・加工手間

3次元モデルの作成（設計データ入力）手間

地形情報不足

利用ツールの導入・保守費用

利用ツールの機能不足

 

図－８ 3 次元設計実施における課題 

 

Q:地形データが紙図面での入手の場合における各道路設計業務の 

3 次元設計実施頻度について 

 

道路概略設計 道路予備設計（Ａ） 

  

道路予備設計（Ｂ） 道路詳細設計 

  

行うことが

多い 20% 

ほとんど 

行わない 

40% 

行うことが

多い 80%

業務によっ

ては行う 

20% 

業務によって 

は行う 40% 

ほとんど 

行わない 

60% 

業務に 

よっては 

行う 40% 

ほとんど 

行わない 

80% 

業務によって 

は行う 20% 

図－９ 各道路設計業務における 3 次元設計実施頻度 

  （地形データが紙図面での入手の場合） 

 
Q:利用に即した 3 次元地形データがある場合，利用頻度は増えるか 

 

図－１０ 3 次元地形データ入手による利用拡大 
 
 

c）道路設計のための 3 次元地形データの要件調査 

図－１１に“入手した 3 次元地形データの加工内容”

のアンケート調査結果を示す．回答者の 85%以上は，3
次元地形データに必要な高さ情報が不足（等高線・標

利用頻度が増える 

82% 

わからない 9% 

利用頻度は増えない 

9% 

回答数：12 回答数：12 

回答数：5（紙図面の地形図から 3 次元道路設計を行う人） 

回答数：12 
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高点以外）しているため，形状が急激に変化する地形

の特徴的な線であるブレークラインなどを追加入力し

ている．また，回答者の 70%以上が，線が途切れてい

る場合や明らかに間違っているデータを加工している

ことが明らかになった． 
図―１２に“3 次元設計を行うにあたり，どのような

高さ情報が必要か”のアンケート調査結果を示す．図

に示すとおり，回答者の 90％以上が，道路設計に必要

な 3 次元地形データとしては，等高線や標高点以外の

高さ情報に加え，法面，道路，歩道，鉄道，橋梁およ

び水部などの地物の高さ情報が必要であると回答して

いる． 
これらの調査結果から考察すると，道路の 3 次元設

計の利用に即した 3 次元地形データの要件として，各

地物の高さ情報を取得する必要があることが分かった．

必要な地物の高さ情報を確実に取得する方策として，

データ作成仕様を定めることが考えられる． 
 

Q:入手した 3 次元地形データの加工内容について 

 

6

5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（等高線、標高点以外の）高さ情報が与え
られていない図形に対する高さ情報付与

（ブレークラインの作成）

（線をつなげる、間引くなど）図形に対する
編集

 
図－１１ 3 次元地形データの加工内容 

 
 

Q:3 次元設計を行う場合どのような高さ情報が必要か 

 

10

10

10

9

9

7

7

5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法面

道路および歩道

鉄道

橋梁

水部

橋梁下の地形

建物

桟道橋

 
[その他]・宅盤，田畑などの面の情報 

図－１２ 道路設計で必要な高さ情報 
 
 

（４）路線測量（縦横断面）データの利用実態調査 
本研究では，地形データの利用実態の他に，路線測

量（縦横断面）データの利用実態も調査した．国土交

通省の電子納品要領では，路線測量における縦断測量

成果表（数値データ）は，詳細なデータ形式を決めな

いテキスト形式としている．一方，有限責任中間法人

日本測量機器工業会において，詳細なデータ形式を定

めたテキスト形式の業界標準フォーマットとして，

SIMA を公開している 10)． 
a)調査結果 

図－１３に“設計作業における SIMA の利用状況に

ついて”を示す．図に示すとおり，回答者の 50%が設

計作業に SIMA を利用していることが明らかになった．  
そこで，路線測量（縦横断面）データの流通が望ま

れているかを把握するため，SIMA の利用実態などにつ

いて調査した． 
図－１４に SIMA を利用している設計者が“どのよ

うな場面で SIMA を利用しているか”アンケート調査

した結果を示す．SIMA を利用している回答者の 80%以

上が縦断図の作成や横断図の作成に利用していること

が明らかになった．さらに，図－１５に“道路線形と

関連付けた縦横断データを提供した場合，設計が効率

化されるか”のアンケート調査結果を示す．回答者の

55%以上が設計を効率化できると考えていることが明

らかになった． 
図－１６に“道路中心線形と関連づけた路線測量（縦

横断面）データにより効率化される作業”のアンケー

ト調査結果を示す．図に示すとおり，道路線形と関連

付けた縦横断データを提供した場合，設計が効率化さ

れると回答した者のうち 70％以上が縦断図の作成と横

断図の作成が効率化されると考えていることが分かっ

た． 
b)考察 

これらの調査結果から，道路中心線形と関連付けた

路線測量（縦横断面）データの流通は，ニーズがある

ことが分かった．路線測量（縦横断面）データの流通

を促進するためには，データの標準化を行う必要があ

る． 
 

Q:設計作業における SIMA の利用状況について 

6

2

4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①利用している

②利用はないが、利用できるツールはある

③利用していない

 
図－１３ SIMA の利用状況について 

 

 

Q:どのような場面で SIMA を利用しているか 

 

6

5

2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

縦断図の作成に利用している

横断図の作成に利用している

土工数量の算出に利用している

 
図－１４ SIMA の利用場面について 

回答数：7（入手したデータの加工経験がある人，複数回答可） 

回答数：10（等高線，標高点以外に高さ情報が必要だと考えている人） 

回答数：12 

回答数：6（SIMA を利用している人） 
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Q:道路線形と関連付けた縦横断データにより設計が効率化されるか 

思わない
8%

わからな
い

33%

思う
59%

 
図－１５ 道路線形と関連付けた縦横断データ提供 

による設計効率化 

 

Q:道路中心線形と関連付けた路線測量データで効率化される作業 
 

6

5

6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

縦断図の作成

横断図の作成

土工数量の算出

 
図－１６ 道路中心線形と関連付けた縦横断測量 

    データにより効率化される作業 

（５）調査結果のまとめ 

拡張 DM による 3 次元地形データの流通の妥当性を

評価するために，3 次元 CAD の利用環境調査，設計者

の利用ニーズ調査，流通している地形データの内容調

査，路線測量データの利用実態調査を行った．その結

果，データの流通促進には，課題があるものの，拡張

DM で 3 次元地形データを流通させることの妥当性は

高いことが分かった． 
 
４．3 次元地形データ流通にむけた課題整理 

 
本研究では，地形データの実態調査結果を踏まえ，3

次元地形データの流通促進にむけた課題を整理した． 
（１）課題１ 3 次元地形データの流通に関する課題 

地形測量成果フォーマットの拡張 DM による測量段

階の電子納品が徹底できていない．また，設計者に測

量成果が貸与されていないことがある．このことから，

地形データが流通していない． 
（２）課題２ 3 次元地形データの作成に関する課題 

道路設計の利用に即した 3 次元地形データが現状の

測量成果に含まれていない，品質に関する課題が顕在

している．これらのことが，設計段階における測量成

果の 3 次元地形データの利用促進の障害となっている． 
（３）課題３ 路線測量データに関する課題 

現状では，国土交通省において，路線測量成果（縦

横断図）の電子納品フォーマットが定められていない．

このため，3 次元 CAD などを用いた高度なデータ利用

ができない．予備設計 B や詳細設計への 3 次元設計の

利用拡大を想定すると，路線測量データを設計で高度

利用できるデータとして流通させる仕組みが必要であ

る． 
 

５．課題を解決するための提言 

 
本研究では，3 次元地形データを流通させ，設計段階

の効率化を図るために実態を調査した．その結果を基

に，測量段階から設計段階へ拡張 DM で 3 次元地形デ

ータを流通させることの妥当性を評価し，3 次元地形デ

ータの流通における課題を整理した．これらの課題を

解決することで，拡張 DM による 3 次元地形データの

流通の促進に寄与する． 
本研究では，3 次元地形データ流通の課題の解決に向

けて，次の 3 つのことを提言する（図－１７）． 
 
提言 1 3 次元設計を意識した電子納品ルールの徹底 
提言 2 3 次元地形データ作成仕様の策定 
提言 3 路線測量データの標準化 

 
（１）3 次元設計を意識した電子納品ルールの徹底 

拡張 DM は，地形測量における電子納品のデータフ

ォーマットとして文献 6)に定められている．また，設

計段階で利用する 3 次元 CAD にも対応している．そこ

で，地形測量の成果は，拡張 DM ファイルで必ず電子

納品する．設計段階で発注者が拡張 DM で作成された 3
次元地形データを設計者に確実に貸与する．電子納品

および資料貸与の規則による運用の徹底が肝要である．

（２）3 次元地形データ作成仕様の策定 

流通させるデータフォーマットに関係なく，3 次元地

形データに不足やエラーがある場合は，設計者からデ

ータ自体の信頼性を得ることができず利用されない． 
そこで，道路設計に利用するための 3 次元地形デー

タを作成するための方法，手順の規定化やエラーをチ

ェックするツールの開発が必要である． 
（３）路線測量データの標準化 

路線測量による縦横断面データを標準化し，電子納

品フォーマットとして規定する必要がある．3次元CAD
などでデータを高度利用するためには，道路中心線形

と関連付けて定義される必要があるが，筆者らが研究

している「道路中心線データ交換標準 11）」との連携も

考慮して標準化することで，より効率的な 3 次元設計

が可能となる． 
 
６．3 次元地形データ作成仕様の検討 

 

本研究では，前章にて述べた提言 2 の具体策として，

道路設計のための 3 次元地形データの作成方法や手順

を定めた「道路設計用 DM データ作成仕様」を検討し

た． 

回答数：12 

回答数：7（図-15 にて効率化されると考える人） 
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測量段階 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

設計業務段階 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
工事施工・維持管理

段階 

空中写真測量 
概略設計

路線測量 

予備設計 A

予備設計 B
詳細設計

拡張 DM 

SIMA 
SXF

CAD 独自

データフォーマット 

電子納品

施工管理 

維持管理 
GIS 独自 

CAD 独自 

CAD 独自

拡張 DM 

凡例 

３次元 ３次元 ３次元 ２次元 ２次元 

【課題 1】地形測量成果フォーマットの拡張 DM による測量

段階の電子納品が徹底できていない．また，設計者に測量成

果が貸与されていないことがある．このことから，地形デー

タが流通していない． 

【課題 2】道路設計の利用に即した 3 次元地形データが現状

の測量成果に含まれていない，品質に関する課題が顕在して

いる．これらのことが，設計段階における測量成果の 3 次元

地形データの利用促進の障害となっている． 
 

提言１ 
3 次元設計を意識した

電子納品ルールの徹底

提言２ 
3 次元地形データ作成

仕様の策定 
 

提言 3 
路線測量データの標

準化 

【課題 3】現状では，国土交通省において，路線測量成果（縦

横断図）の電子納品フォーマット形式が定められていない．

このため 3 次元 CAD などを用いた高度なデータ利用を行う

ことができない． 

３
次
元
地
形
デ
ー
タ
の
取
り
込
み

データの次元 

（協議） 

電子納品 
（3 次元地形データ） 

電子納品 
（路線測量

データ） 

※設計業務段階以降については，SXF の仕様動向

などにより，3 次元と成りうる． 

図－１７ 3 次元地形データの流通に関する課題と提言 

 
（１）拡張 DM による地形データの流通 

既存の取り組みとして，旧日本道路公団では「デジ

タル地形データ作成要領（案）12)」を作成している．こ

の要領では，CAD フォーマットである SXF での提出を

前提としている． 
一方，本研究では，拡張 DM を前提にしたデータ流

通に着眼している．CAD フォーマットと比較して，拡

張 DM をフォーマットとした場合，分類・区分コード

を用いて地形や地物を表現できる利点がある．例えば，

CAD のフォーマットでは，等高線で表現しにくい急斜

面や崩土などの変形地を，地図記号としての 2 次元の

図柄で表現するが，拡張 DM では，変形地を分類コー

ドで表現できる他に，上端線，下端線等の区分コード

を設定することで変形地の高さを表現でき，必要な地

形の 3 次元形状を正しく設定し，流通させることがで

きる． 
（２）3 次元地形データ作成の要件 

本研究では，3 次元地形データの作成仕様の検討にあ

たっての要件を実態調査結果を踏まえて検討し，次の

結論を得た． 

・正確な縦横断形状の抽出を可能とするため，地形

のブレークラインとなる地物形状を 3 次元で作成

する． 
・道路設計時に高さ情報が必要となる地物（道路，

鉄道，河川構造物）については，高さ情報を取得

する． 
・等高線の連続性，隣接する 3 次元地物間の座標一

致など，3 次元 CAD での利用を想定した取得方法

とする． 
（３）道路設計用 DM データ作成仕様の検討 

本研究では，これまでの検討成果を基にして，「道

路設計用 DM データ作成仕様」を検討した． 
測量業務の効率化も考慮して，設計段階での利用場

面（用途）に応じた 3 次元地形データの作成レベルを

設定した．作成レベルは，表－４に示すとおりであり，

実態調査結果を基にして設定している． 
設計段階からの重要な要件である高さ情報の規定に

ついては，表－５のとおりである．高さ情報以外の取

得方法については，「国土交通省公共測量作業規程 9)」

および「拡張ディジタルマッピング実装規約（案）8)」
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に準じている．なお，拡張 DM は，3 次元情報や道路設

計時に高さ情報が必要となる地物を表現できるので，3
次元地形データのデータファイル仕様は，拡張 DM を

そのまま利用できる．  
この作成仕様によるデータ流通を推進することによ

り，設計段階で必要なデータが測量段階にて過不足無

く作成され，設計段階の効率化を図ることができる． 
 

７．あとがき 

 
本研究では，道路設計の効率化に向けて，地形測量

成果である拡張 DM ファイルを設計段階へ直接流通さ

せることによる妥当性を評価した．具体的には，現状

の 3 次元地形データの“3 次元 CAD の利用環境”や“設

計者の利用ニーズ”，“地形データの内容”の実態，

および路線測量データの“データ利用状況”の実態を

調査した． 
その結果，測量段階から設計段階へ流通させる 3 次

元地形データのデータフォーマットとして，拡張 DM
を採用することは，妥当であることが明らかになった． 

さらに，3 次元地形データの流通促進のための課題を

調査結果から抽出し，解決策として 3 次元設計を意識

した電子納品ルールの徹底，3 次元地形データ作成仕様

などの検討，路線測量データの標準化に関する提言を

行った． 

これらの提言に基づいて取り組むことで，3 次元地形

データに関する課題が解決していくと考える．その結

果，3 次元地形データが測量段階から設計段階へ流通し，

設計段階における 3 次元地形データの入力作業や修正

作業の省力化に繋がる．また，道路設計における 3 次

元設計の利用範囲が広がり，さらなる設計業務の効率

化に寄与する． 
さらに本研究では，提言の一つである 3 次元地形デ

ータ作成仕様などの策定の具体策として，「道路設計

用 DM データ作成仕様」を検討した．作成仕様の検討

にあたっては，測量業務の効率化を目的に，本研究に

て調査した 3 次元地形データの利用場面（用途）から 3
つの作成レベルを設定した．この作成仕様に基づいて

運用することにより，設計段階の要件に応じた 3 次元

地形データが測量段階にて作成することができる． 
今後は，本研究の取り組みで得た知見を基にして，

道路設計用 DM データ作成仕様の標準化や路線測量デ

ータの標準化検討を引き続き行っていく予定である． 
 

謝辞：本研究を遂行するにあたり，国際航業（株）鈴

木亘氏，大日本コンサルタント（株）新井伸博氏，朝

日航洋（株）津留宏介氏には，貴重なご意見を賜った．

ここに記して感謝の意を表する． 
 

 

 

表－４ 作成レベルの概要 

作成レベル 概要 利用場面 

作成 
レベル 1 

等高線，標高点以外に道路設計で高さ情報が必要なデー

タ（道路，河川，鉄道など）を 3 次元のブレークライン

（形状が急激に変化する道路外縁線や勾配が急に変わる

地形の稜線など，地形の特徴的な線）として取得する．

・3 次元 CAD を活用した道路設計 
 ・正確な縦横断面形状の把握 
 ・土工量の自動算出 
・住民説明，協議資料などに用いる CG の基礎データと

して利用 

作成 
レベル 2 

作成レベル 1 に加え，建物の高さ(最上部)の取得する．

GIS での利用を考慮したデータを作成する（植生界の明

確化，注記情報の関連付けなど）． 

・家屋の 3 次元表現による，より高度な CG 作成の基礎

データとして利用 
・GIS を活用した道路設計 
 ・支障物件の自動抽出 
 ・地物別用地面積の自動計算 
 

作成 
レベル 3 

作成レベル 1，2 に加え，高さ情報を取得できる全ての項

目について，3 次元データを作成する． 
ただし，次の項目は取得対象外とした． 

1.境界（都道府県界など） 
2.記号（建物記号など） 
3.線形図，用地の三斜線 
4.トンネル内の道路・鉄道 
5.地下横断歩道，地下通路など 

4.および 5.は，可能であれば高さ情報を取得しても良い．
 

・現実感のある CG 用データとして利用 
・土地利用区分を考慮した 3 次元地形表現 
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表－５ 高さ情報を取得する地形・地物 

高さ情報（○は必須）大
分
類 

分
類 

分類 

ｺｰﾄﾞ 
項目 図形区分 ﾃﾞｰﾀ 

ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3

参考 

JH 要領

※１ 

1101 都府県界 （境界線） 線 － － － － 
1102 北海道の支庁界 （境界線） 線 － － － － 
1103 郡市・東京都の区界 （境界線） 線 － － － － 

境
界
等 

境
界 

1104 町村・指定都市の区界 （境界線） 線 － － － － 
2101 真幅道路（街区線） （縁線） 線 ○ ○ ○ ○ 
2102 軽車道 （中心線） 線 ○ ○ ○ － 
2103 徒歩道 （中心線） 線 ○ ○ ○ ○ 
2106 庭園路等 （縁線） 線 ○ ○ ○ ○ 
2107 トンネル内の道路 （縁線） 線 任意 任意 任意 － 

道
路 

2109 建設中の道路 （縁線） 線 任意 任意 ○ － 
（縁線） 線 ○ ○ ○ 

21 （高欄） 面 任意 任意 ○ 

22 （橋脚） 線 任意 任意 ○ 

2203 道路橋（高架部） 

23 （親柱） 面 任意 任意 ○ 

○ 

区分無

2204 木橋 （縁線） 線 任意 任意 ○ － 
2205 徒橋 （中心線） 線 任意 任意 ○ － 

（縁線） 線 ○ ○ ○ 2206 桟道橋 

22 （橋脚） 線 任意 任意 ○ 

○ 

区分無

2211 横断歩道橋 （外周） 面 任意 任意 ○ － 
2212 地下横断歩道 （外周） 面 任意 任意 任意 － 
2213 歩道 （車道との界） 線 任意 任意 ○ － 

（縁線） 線 任意 任意 ○ 

11（上端部） 線 任意 任意 ○ 

12（下端部） 線 任意 任意 ○ 

2214 石段 

99（階段線） 線 任意 任意 ○ 

－ 

（外周） 面 任意 任意 ○ 2215 地下街・地下鉄等出入口 

99（階段線） 線 任意 任意 ○ 
－ 

2219 道路のトンネル （真形） 

（極小） 

面・線 

方向 

任意 任意 ○ 
－ 

2221 バス停 （位置） 点 任意 任意 ○ － 
2222 安全地帯 （外周） 面 任意 任意 ○ － 
2226 分離帯 （外周） 面 任意 任意 ○ － 
2227 駒止 （縁線） 線 任意 任意 ○ － 
2228 道路の雪覆い等 （外周） 面 任意 任意 ○ － 
2231 側溝 U 字溝無蓋 （縁線） 線 任意 任意 ○ － 
2232 側溝 U 字溝有蓋 （縁線） 線 任意 任意 ○ － 
2233 側溝 L 字溝 （縁線） 線 任意 任意 ○ － 
2234 側溝地下部 （縁線） 線 任意 任意 ○ － 
2235 雨水桝 （外周） 面 任意 任意 ○ － 
2236 並木桝 （外周） 面 任意 任意 ○ － 
2238 並木 （位置） 点 任意 任意 ○ － 
2239 植樹 （位置） 点 任意 任意 ○ － 
2241 道路情報板 （位置と向き） 方向 任意 任意 ○ － 
2242 道路標識案内 （位置と向き） 方向 任意 任意 ○ － 
2243 道路標識警戒 （位置と向き） 方向 任意 任意 ○ － 
2244 道路標識規制 （位置と向き） 方向 任意 任意 ○ － 
2246 信号灯 （位置と向き） 方向 任意 任意 ○ － 
2247 信号灯専用ポールのないもの （位置と向き） 方向 任意 任意 ○ － 
2251 交通量観測所 （位置） 点 任意 任意 ○ － 
2252 スノーポール （位置） 点 任意 任意 ○ － 
2253 カーブミラー （位置） 点 任意 任意 ○ － 
2255 距離標（km） （位置） 点 任意 任意 ○ － 
2256 距離標（m） （位置） 点 任意 任意 ○ － 
2261 電話ボックス （外周・位置） 面・点 任意 任意 ○ － 
2262 郵便ポスト （位置） 点 任意 任意 ○ － 

道
路
施
設 

2263 火災報知器 （位置） 点 任意 任意 ○ － 
2301 普通鉄道 （レール） 線 ○ ○ ○ ○ 
2302 地下鉄地上部 （レール） 線 ○ ○ ○ ○ 
2303 路面電車 （レール） 線 ○ ○ ○ ○ 
2304 モノレール （中心線） 線 ○ ○ ○ ○ 
2305 特殊鉄道 （レール） 線 ○ ○ ○ ○ 
2306 索道 （中心線） 線 任意 任意 ○ － 
2309 建設中の鉄道 （外周） 面 任意 任意 ○ － 
2311 トンネル内の鉄道・普通鉄道 （レール） 線 任意 任意 任意 － 
2312 地下鉄地下部 （レール） 線 任意 任意 任意 － 
2313 トンネル内の鉄道・路面電車 （レール） 線 任意 任意 任意 － 
2314 トンネル内の鉄道・ﾓﾉﾚｰﾙ （レール） 線 任意 任意 任意 － 

鉄
道 

2315 トンネル内の鉄道・特殊鉄道 （レール） 線 任意 任意 任意 － 
（縁線） 線 ○ ○ ○ 2401 鉄道橋（高架部） 

22 （橋脚） 線 任意 任意 ○ 

○ 

区分無

2411 跨線橋 （外周） 面 任意 任意 ○ － 
2412 地下通路 （縁線） 面 任意 任意 ○ － 
2419 鉄道のトンネル （真形） 

（極小） 

面・線 

方向 

任意 任意 ○ － 

2421 停留所 （外周・位置） 面・点 任意 任意 ○ － 
2424 プラットホーム （外周） 面 任意 任意 ○ － 
2425 プラットホーム上屋 （外周） 面 任意 任意 ○ － 
2426 モノレール橋脚 （外周） 面 任意 任意 ○ － 

鉄
道
施
設 

2428 鉄道の雪覆い等 （外周） 面 任意 任意 ○ － 
2501 ＩＰ（ＩＰ杭） （位置） 点 － － － － 
2502 ＩＰ方向線 （方向線） 線 － － － － 
2503 主要点（役杭） （位置） 点 － － － － 
2504 中心点（中心杭） （位置） 点 － － － － 

（直線区間） 線 － － － 

（円弧区間） 円弧 － － － 

2505 中心線 

（ｸﾛｿｲﾄﾞ区間） 線 － － － 

 

－ 

2506 その他の路線結線 － 線 － － － － 

交
通
施
設 

線

形

図 

2507 役杭引出線 － 線 － － － － 
（外形） 面 任意 任意 ○ 

31 （中庭） 面 任意 任意 ○ 

32（棟割線） 線 任意 任意 ○ 

33（階層線） 線 任意 任意 ○ 

34 （階段） 面 任意 任意 ○ 

99（階段線） 線 任意 任意 ○ 

35 （ﾎﾟｰﾁ） 面 任意 任意 ○ 

建
物
等 

建
物 

3001 普通建物 

最上部（※） 属性 任意 ○ ○ 

－ 

 

高さ情報（○は必須）大
分
類 

分
類 

分類

ｺｰﾄﾞ
項目 図形区分 ﾃﾞｰﾀ 

ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3

参考 

JH 要領

※１ 

（外形） 面 任意 任意 ○ 

31 （中庭） 面 任意 任意 ○ 

32（棟割線） 線 任意 任意 ○ 

33（階層線） 線 任意 任意 ○ 

34 （階段） 面 任意 任意 ○ 

99（階段線） 線 任意 任意 ○ 

35 （ﾎﾟｰﾁ） 面 任意 任意 ○ 

3002 堅ろう建物 

最上部（※） 属性 任意 ○ ○ 

－ 

（外形） 面 任意 任意 ○ 

31 （中庭） 面 任意 任意 ○ 

32（棟割線） 線 任意 任意 ○ 

33（階層線） 線 任意 任意 ○ 

34 （階段） 面 任意 任意 ○ 

99（階段線） 線 任意 任意 ○ 

35 （ﾎﾟｰﾁ） 面 任意 任意 ○ 

3003 普通無壁舎 

最上部（※） 属性 任意 ○ ○ 

－ 

（外形） 面 任意 任意 ○ 

31 （中庭） 面 任意 任意 ○ 

32（棟割線） 線 任意 任意 ○ 

33（階層線） 線 任意 任意 ○ 

34 （階段） 面 任意 任意 ○ 

99（階段線） 線 任意 任意 ○ 

35 （ﾎﾟｰﾁ） 面 任意 任意 ○ 

建
物
（続
き
） 

3004 堅ろう無壁舎 

最上部（※） 属性 任意 ○ ○ 

－ 

3503 官公署 （記号位置） 点 － － － － 
3504 裁判所 （記号位置） 点 － － － － 
3505 検察庁 （記号位置） 点 － － － － 
3507 税務署 （記号位置） 点 － － － － 
3508 税関 （記号位置） 点 － － － － 
3509 郵便局 （記号位置） 点 － － － － 
3510 森林管理署 （記号位置） 点 － － － － 

建
物
等
（続
き
） 

建

物

記

号 

3511 測候所 （記号位置） 点 － － － － 
4101 マンホール（未分類） （外周） 

（位置） 

面・円 

点 

任意 任意 ○ － 

4111 マンホール（共同溝） （外周） 

（位置） 

面・円 

点 

任意 任意 ○ － 

4119 有線柱 （位置・方向） 方向 任意 任意 ○ － 

4121 マンホール（ガス） （外周） 

（位置） 

面・円 

点 

任意 任意 ○ － 

公

共

施

設 

4131 マンホール（電話） （外周） 

（位置） 

面・円 

点 

任意 任意 ○ － 

4201 墓碑 （外周・位置） 面・点 任意 任意 ○ － 
4202 記念碑 （外周・位置） 面・点 任意 任意 ○ － 
4203 立像 （外周・位置） 面・点 任意 任意 ○ － 
4204 路傍祠 （外周・位置） 面・点 任意 任意 ○ － 
4205 灯ろう （外周・位置） 面・点 任意 任意 ○ － 
4211 官民境界杭 （位置） 点 任意 任意 ○ － 
4215 消火栓 （位置） 点 任意 任意 ○ － 
4216 消火栓立型 （位置） 点 任意 任意 ○ － 
4217 地下換気孔 （外周・位置） 面・点 任意 任意 ○ － 
4219 坑口 

 

（真形） 

（極小） 

面・線 

方向 

任意 任意 ○ － 

4221 独立樹（広葉樹） （位置） 点 任意 任意 ○ － 
4222 独立樹（針葉樹） （位置） 点 任意 任意 ○ － 
4223 噴水 （外周・位置） 面・点 任意 任意 ○ － 
4224 井戸 （外周・位置） 面・点 任意 任意 ○ － 
4225 油井・ガス井 （外周・位置） 面・点 任意 任意 ○ － 
4226 貯水槽 （外周・位置） 面・点 任意 任意 ○ － 
4227 肥料槽 （外周・位置） 面・点 任意 任意 ○ － 
4228 起重機 （外周・位置） 面・点 任意 任意 ○ － 
4231 タンク （外周） 

（位置） 

面・円 

点 

任意 任意 ○ － 

4232 給水塔 （外周・位置） 面・点 任意 任意 ○ － 
4233 火の見 （外周・位置） 面・点 任意 任意 ○ － 
4234 煙突 （外周・位置） 面・点 任意 任意 ○ － 
4235 高塔 （外周） 面・円 任意 任意 ○ － 
4236 電波塔 （外周・位置） 面・点 任意 任意 ○ － 
4237 照明灯 （位置） 点 任意 任意 ○ － 
4238 防犯灯 （位置） 点 任意 任意 ○ － 

小
物
体 

そ

の

他

の

小

物

体 

4241 灯台 （外周・位置） 面・点 任意 任意 ○ － 
5101 河川・水がい線 （界線） 線 ○ ○ ○ ○ 
5102 細流・一条河川 （中心線） 線 ○ ○ ○ ○ 
5103 かれ川 （範囲） 線 任意 任意 ○ － 

5104 用水路 （界線） 線 ○ ○ ○ ○ 
5105 湖池 （界線） 線 ○ ○ ○ ○ 
5106 海岸線 （界線） 線 ○ ○ ○ ○ 
5107 水路地下部 （縁線） 線 任意 任意 任意 － 

水
部 

5111 低位水がい線（干潟線） （界線） 線 ○ ○ ○ ○ 

5202 桟橋（鉄、コンクリート） （外周） 線 任意 任意 ○ － 
5203 桟橋（木製・浮桟橋） （外周） 線 任意 任意 ○ － 
5204 桟橋（浮き） （外周） 線 任意 任意 ○ － 

（直ヒ） 線 任意 任意 ○ 

11（上端線） 線 任意 任意 ○ 

5211 防波堤 

12（下端線） 線 任意 任意 ○ 

－ 

（直ヒ） 線 ○ ○ ○ 

11（上端線） 線 ○ ○ ○ 

5212 護岸被覆 

12（下端線） 線 ○ ○ ○ 

○ 

5213 護岸杭（消波ブロック） （外周） 線 任意 任意 ○ － 
5214 護岸捨石 （外周） 線 任意 任意 ○ － 
5219 坑口トンネル （真形） 

（極小） 

面・線 

方向 

任意 任意 ○ － 

5221 渡船発着所 （位置） 点 任意 任意 ○ － 
5222 船揚場 （外周） 面 任意 任意 ○ － 

11（上流部） 線 任意 任意 ○ 

12（下流部） 線 任意 任意 ○ 

水
部
等 

水
部
に
関
す
る
構
造
物 

5226 滝 

（極小） 方向 任意 任意 ○ 

－ 
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表－５ 高さ情報を取得する地形・地物（続き） 

高さ情報（○は必須）大
分
類 

分
類 

分類 

ｺｰﾄﾞ 
項目 図形区分 ﾃﾞｰﾀ 

ﾚﾍﾞﾙ 1 ﾚﾍﾞﾙ 2 ﾚﾍﾞﾙ 3

参考 

JH 要領

※１ 

11（上流部） 線 任意 任意 ○ 

12（下流部） 線 任意 任意 ○ 

99（非越流部） 線 任意 任意 ○ 

5227 せき 

（極小） 方向 任意 任意 ○ 

－ 

5228 水門 （外周・位置） 面・点 任意 任意 ○ － 
（直ヒ） 線 任意 任意 ○ 

11（上端線） 線 任意 任意 ○ 

5231 不透過水制 

12（下端線） 線 任意 任意 ○ 

－ 

5232 透過水制 （外周） 面 任意 任意 ○ － 
5233 水制水面下 （外周） 面 任意 任意 ○ － 
5235 根固 （外周） 面 任意 任意 ○ － 
5236 床固陸部 （外周） 面 任意 任意 ○ － 
5237 床固水面下 （外周） 面 任意 任意 ○ － 
5238 蛇籠 （外周） 面 任意 任意 ○ － 
5239 敷石斜坂 （外周） 面 任意 任意 ○ － 
5241 流水方向 － 方向 － － ○ － 
5255 距離標 （位置） 点 任意 任意 ○ － 

水
部
等
（続
き
） 

水
部
に
関
す
る
構
造
物
（続
き
） 

5256 量水標 （位置） 点 任意 任意 ○ － 
11（上端線） 線 ○ ○ ○ 6101 人工斜面 

12（下端線） 線 ○ ○ ○ 
○ 

11（上端線） 線 ○ ○ ○ 6102 土堤 

12（下端線） 線 ○ ○ ○ 
○ 

（直ヒ） 線 ○ ○ ○ 

11（上端線） 線 ○ ○ ○ 

6110 被覆 

12（下端線） 線 ○ ○ ○ 

○ 

（直ヒ） 線 ○ ○ ○ 

11（上端線） 線 ○ ○ ○ 

6111 コンクリート被覆 

12（下端線） 線 ○ ○ ○ 

○ 

（直ヒ） 線 ○ ○ ○ 

11（上端線） 線 ○ ○ ○ 

6112 ブロック被覆 

12（下端線） 線 ○ ○ ○ 

○ 

（直ヒ） 線 ○ ○ ○ 

11（上端線） 線 ○ ○ ○ 

6113 石積被覆 

12（下端線） 線 ○ ○ ○ 

○ 

6121 法面保護（網） （外周） 面 ○ ○ ○ ○ 
6122 法面保護（モルタル） （外周） 面 ○ ○ ○ ○ 

法
面 

6123 法面保護（コンクリート桝） （外周） 面 ○ ○ ○ ○ 
6130 さく（未分類）・かき （中心） 線 任意 任意 ○ － 
6131 落下防止さく （中心） 線 任意 任意 ○ － 

26(ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ) 線 任意 任意 ○ － 6132 防護さく 

27(ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ） 線 任意 任意 ○ － 
6133 遮光さく （中心） 線 任意 任意 ○ － 
6134 鉄さく （中心） 線 任意 任意 ○ － 
6136 生垣 （中心） 線 任意 任意 ○ － 
6137 土囲 （中心） 線 任意 任意 ○ － 
6140 へい（未分類） （中心） 線 任意 任意 ○ － 
6141 堅ろうへい （中心） 線 任意 任意 ○ － 

構

囲 

6142 簡易へい （中心） 線 任意 任意 ○ － 
6201 区域界 （界線） 線 任意 任意 ○ － 
6211 空地 （記号位置） 点 － － － － 

諸

地 

6212 駐車場 （記号位置） 点 － － － － 
6221 噴火口・噴気口 （記号位置） 点 － － － － 
6222 温泉・鉱泉 （記号位置） 点 － － － － 

場

地 

6223 陵墓 （記号位置） 点 － － － － 
6301 植生界 （中心） 線 任意 任意 ○ － 

6302 耕地界 （中心） 線 任意 任意 ○ － 
6311 田 （記号位置） 点 － － － － 
6312 はす田 （記号位置） 点 － － － － 

土
地
利
用
等 

植
生 

6313 畑 （記号位置） 点 － － － － 
7101 等高線（計曲線） （等高線） 線 ○ ○ ○ ○ 
7102 等高線（主曲線） （等高線） 線 ○ ○ ○ ○ 
7103 等高線（補助曲線） （等高線） 線 ○ ○ ○ ○ 
7104 等高線（特殊補助曲線） （等高線） 線 ○ ○ ○ ○ 
7105 凹地（計曲線） （等高線） 線 ○ ○ ○ ○ 
7106 凹地（主曲線） （等高線） 線 ○ ○ ○ ○ 
7107 凹地（補助曲線） （等高線） 線 ○ ○ ○ ○ 
7108 凹地（特殊補助曲線） （等高線） 線 ○ ○ ○ ○ 

等
高
線 

7199 凹地（矢印） （記号位置） 方向 － － － － 
11（上端線） 線 ○ ○ ○ 

12（下端線） 線 ○ ○ ○ 

7201 土がけ（崩土） 

（記号位置） 点 － － － 

－ 

11（上端線） 線 ○ ○ ○ 7202 雨裂 

12（下端線） 線 ○ ○ ○ 
－ 

11（上端線） 線 ○ ○ ○ 7203 急斜面 

12（下端線） 線 ○ ○ ○ 
－ 

7206 洞口 （記号位置） 点 任意 任意 ○ － 
11（上端線） 線 ○ ○ ○ 

12（下端線） 線 ○ ○ ○ 

7211 岩がけ 

（記号位置） 点 － － － 

－ 

7212 露岩 （界線） 線 任意 任意 ○ － 
7213 散岩 （界線・位置） 線・点 任意 任意 ○ － 

変
形
地 

7214 さんご礁 （界線） 線 任意 任意 ○ － 
7302 水準点 （位置） 点 ○ ○ ○ ○ 
7303 多角点等 （位置） 点 ○ ○ ○ ○ 
7304 公共基準点（三角点） （位置） 点 ○ ○ ○ ○ 
7305 公共基準点（水準点） （位置） 点 ○ ○ ○ ○ 
7306 公共基準点（多角点等） （位置） 点 ○ ○ ○ ○ 
7307 その他の基準点 （位置） 点 ○ ○ ○ ○ 
7308 電子基準点 （位置） 点 ○ ○ ○ ○ 
7309 公共電子基準点 （位置） 点 ○ ○ ○ ○ 
7311 標石を有しない標高点 （位置） 点 ○ ○ ○ ○ 

地
形
等 

基
準
点 

7312 図化機測定による標高点 （位置） 点 ○ ○ ○ ○ 

※１ 文献 12）デジタル地形データ作成要領（案）における取得が 

必要な高さ情報 
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